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福
島
県
現
地
調
査
報
告
-
避
難

・
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
農
業
に
み
る
福
島

の
現
在

京
都
大
学
公
共
政
策
大
学
院

震
災
復
興
研
究
会

震
災
復
興
研
究
会
は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

関
心
を
持

つ
学
生
七
名
で
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
生
ま
れ
故

郷
が
被
災
地
で
あ
る
者
、
東
京
で
地
震
と
交
通
機
関
の
混
乱

を
経
験
し
た
者
、
関
西
か
ら
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
被
災
状
況
を

追

っ
て
い
た
者
、
阪
神
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た
者
な
ど
様
々

な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持

つ
メ
ン
バ
ー
が
集
ま

っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
震
災
復
興
研
究
会
で
は
、
宮
城
県
や
岩
手
県

を
中
心
に
度

々
足
を
運
び
、
調
査
を
行

っ
て
き
た
。
そ
の

一

方

で
、
福
島
第

一
原
発
事
故
に

つ
い
て
は
調
査
対
象
か
ら

避
け
て
い
た
。

原
発
事
故
で
被
害
を
受
け
た
方

の
声
や
、
避
難
指
示
区

域
周
辺
を
訪
れ
た
と
い
う
話
を
、
メ
ン
バ
ー
全
員
が
耳
に
し

た
こ
と
が
な
か

っ
た
。
特
に
関
西
に
い
る
と
、

ほ
と
ん
ど
情

報
は
入

っ
て
こ
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
で
は

「避
難
指
示
区
域
は

荒
れ
果
て
て
い
る
」

「福
島
県
全
体
が
風
評
被
害
に
苦
し
ん

で
い
る
」
と
い
っ
た
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
宮
城
や
岩
手

が
復
興
に
向
か
っ
て
い
る
中
、
本
当
に
福
島
県
は
悲
惨
な
状

況
の
ま
ま
な
の
だ
ろ
う
か
。
福
島

の
現
状
を
知
る
た
め
に
は
、

直
接
足
を
運
び
、
お
話
を
伺
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
、
と
考
え
る
よ
う
に
な

っ
た
。
ま
た
、
今
回
調
査
に
行

っ

た
メ
ン
バ
ー
は
就
職
活
動
を
終
え
、
卒
業
後
の
進
路
が
決
ま
っ

て
い
た
。
仕
事
を
通
じ
て
何
か
福
島

の
復
興
に
貢
献
で
き
な

い
か
、
と
い
う
思

い
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、

今
年
度
は
福
島
県
を
調
査
場
所
に
選
ん
だ
。

調
査
日
程

面
回
四
㎜
H
凹

福
島
県
庁
を
訪
問

企
画
調
整
部

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
山
田
様
よ
り
再
生
可
能

エ
ネ

ル
ギ
ー
推
進
政
策
に
つ
い
て
お
話
を
伺

っ
た
。

同
日

「除
染
情
報
プ
ラ
ザ
」
を
見
学

*
除
染
情
報
プ
ラ
ザ

福
島
県
と
環
境
省
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い
る
。
福
島
駅
前
に
お
い
て
、
除
染
や
放
射

線
に
関
す
る
最
新

の
情
報

の
提
供
や
、
市
町
村
等

へ

の
専
門
家
派
遣
等
を
行

っ
て
い
る
。

回

馴

回

「南
相
馬
ソ
⊥
了

・
ア
グ
牝
↑

ク
」
視
察

*
南
相
馬
ソ
ー
ラ
ー

・
ア
グ
リ
パ
ー
ク

"
太
陽
光
発
電

所
と
、
水
耕
栽
培
で
葉
物

野
菜
を
生
産
す
る
植
物

工

場
を
併
設
し
て
お
り
、
太
陽
光
を
利
用
し
た
発
電

の

仕
組
み
や
工
場
で
の
電
気
の
使
用
方
法
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
元
東
電
社
員
で
南
相
馬
市
出
身

の
半
谷
栄

寿
さ
ん
が
代
表
理
事
を
務
め
る
。

同
日

N
P
O
法
人

・
野
馬
土
が
企
画
す
る

「原
発
二
〇

k

m
圏
内
ツ
ア
ー
」
に
参
加

*
N
P
O
法
人

・
野
馬
土

"
放
射
能
汚
染
に
よ
る
食
品

の
安
全
性
に
対
す
る
不
安
や
福
島
県
民
の
健
康
に
対

す
る
不
安
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
事
業
を
行

っ

て
い
る
。

ツ
ア
ー
で
は
、
福
島
第

一
原
発

二
〇
k

m

圏
内

の
現
状
を
実
際
に
見
な
が
ら
、
震
災
後
か
ら
現

在
ま
で
の
原
発
お
よ
び
津
波
に
よ
る
被
災
地
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

∩
凹
圓
囲

回
〕

「陶
芸
の
杜
お
お
ぼ
り
二
本
松
工
房
」
に
て
被

災
体
験
を
伺
う

*
陶
芸
の
杜
お
お
ぼ
り
二
本
松

工
房

H
浪
江
町
(原
発
事

故
に
伴

い
、
避
難
指
示
区
域
に
定
め
ら
れ
た

一
二
市

町
村
の

一
つ
)
か
ら
避
難
し
た

「大
堀
相
馬
焼
」
の
窯

元
が
、
避
難
先

の
二
本
松
市

で
オ
ー
プ
ン
し
た
工
房
。

同
日

N
P
O
法
人

・
が
ん
ば
ろ
う
福
島
、
農
業
者
等
の

会
に
よ
る
ス
タ
デ
ィ

・
フ
ァ
ー
ム
に
参
加

*
N
P
O
法
人

・
が
ん
ば
ろ
う
福
島
、
農
業
者
等
の
会

"

原
発
事
故
に
起
因
す
る
風
評
被
害
等
に
立
ち
向
か
い

な
が
ら
、
安
全

で
お
い
し
い
福
島
県
産
農
林
水
産
物

を
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
を
目
標
に
、

W

e
b
販
売

や
有
機
除
染
等
の
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
る
。

㎜

闇
〕

(株
)
元
気
ア
ッ
プ
つ
ち
ゆ
に
よ
る
、
土
湯
温
泉

で
の

「再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
」
に
参
加

*
元
気
ア
ッ
プ

つ
ち
ゆ

"
温
泉
協
同
組
合
と

N
P
O
法

人
土
湯
温
泉
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
出
資
し
て

設
立
し
た
企
業

で
あ
る
。
東
鴉
川
の
第
三
砂
防

(
一

九
五
二
年
完
成
)
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
事
業
と

土
湯

温
泉
源
泉
地

の
温
泉
熱
を
使

っ
た
バ
イ
ナ
リ
ー

地
熱
発
電
を
行

っ
て
い
る
。

(文
責

H
吉
田
法
子
)
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①

二
〇
k

m
圏
内

の
現
在

福
島
の
復
興
が
他
の
地
域
と
異
な
る
の
は
、
原
発
事
故
に

伴
う
避
難
指
示
区
域
の
存
在
で
あ
る
。
現
在
は
、
左
図
の
地

域
で
住
む
こ
と
が
制
限
さ
れ
る
な
ど
し
て
い
る
。
震
災
か
ら
四

年
半
。
こ
れ
ら
の
地
域
の
時
は
止
ま
っ
た
ま
ま
な
の
か
。
将
来

を
見
据
え
て
具
体
的
な
準
備
が
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。
住
民

は
ど
ん
な
思
い
で
い
る
の
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
現
地
を
視

察
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
現
状
を
お
伝
え
す
る
。

一
一
月
二

一
日
に
お
世
話
に
な

っ
た
の
は
、
相
馬
市
の
N

P
O
法
人
、
野
馬
土
。
浪
江
町

へ
の
立
ち
入
り
許
可
を
得

て
、
希
望
者
を
案
内
す
る
「二
〇
k

m
圏
内
ツ
ア
ー
」
を
実
施

し
て
い
る
。

N
P
O
の
代
表
、

三
浦
さ
ん
に
、
助
手
席
か
ら

道
の
り
や
周
辺
の
情
報
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
た
。

三
浦
さ
ん
は
元
々
、
南
相
馬
市
小
高
区
で
農
事
組
合
法

人
の
代
表
を
し
て
い
た
。
三

・
一
一
後
、
住
ん
で
い
た
小
高

区
が
避
難
指
示
区
域
と
な

っ
た
こ
と
や
、
農
業
以
外
の
取
り

域

域

隙

組
み
も
行
う
必
要
性
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、

N
P
O
野
馬
土
を
立
ち
上
げ
た
。

現
在
、

放
射
線
量
を
検
査
す
る
機
器
を
導
入
し
て
、

米
の
全
袋
検
査
や
野
菜

・
果
物
の
サ
ン
プ
ル

検
査
の
依
頼
を
受
け
入
れ
た
り
、
耕
作
が
困

難
な
農
地

へ
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る
支

援
を
し
た
り
す
る
活
動
を
行

っ
て
い
る
。

「農
事
組
合
法
人
の
身
軽
さ
を
生
か
し
て
、

国
、
県
、
市
町
な
ど
と
交
渉
し
な
が
ら
、
農
地
に
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
う
え
で
障
害
に
な
る
法
規
制
を
ク
リ
ア
で
き
る
道
を

探
し
て
い
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
設
置
す
る
農
地
も
だ
ん
だ
ん

増
え
て
き
ま
し
た
」

相
馬
市

の
N
P
O
の
事
務
所
か
ら
自
動
車
で
出
発
し
た
私

た
ち
は
、
活
動
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
伺
い
な
が
ら
、
浪
江
町

を
目
指
し
た
。
時
折
現
れ
る
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
横
目
に
、
三

月
に
開
通
し
た
常
磐
道
を
通
り
、
浪
江
I
C
を
降
り
て
し
ば

ら
く
進
む
と
、
検
問
を
行
う
ゲ
ー
ト
に
到
達
し
た
。
当
初
、

ユ

こ

」也

剛

三
浦
さ
ん
は
警

備
員
か

ら
個
人
的
に
通
し
て
も
b
つ

て
い
た
。
し
か
し
道
路
は

震

災
当
時
か
ら
放
置
さ

れ
た
ま
ま
で
ボ
コ
ボ
コ
だ
つ

た
た
め
、
帰

っ
て
く
る
と

車

の
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し

て
い
た
と
い
う
。
ゲ
ー
ト

の
内

側

の
除
染
が
始
ま

蒸
了

晒

.}塗

り
、
作
業
車
の
た
め
に
道
も
舗
装
さ
れ
直
し
た
。
そ
の
頃
か
ら
、

立
ち
入
り
に
は
町
か
ら
許
可
が
必
要
に
な
っ
た
。

浪
江
町
は
、
避
難
指
示
解
除
準
備
区
域
と
な
っ
て
い
る
中

心
部

の
除
染
を
進
め
て
、
今
後

一
、
二
年
の
う
ち
の
解
除
を

目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
津
波
で
流
さ
れ
た
家
の
土
台

が
目
立

つ
沿
岸
部
に
つ
い
て
は
、
見
通
し
が
立
た
な
い
ま
ま
だ
。

ま
た
、
九
月
に
初
め
て
同
区
域
を
解
除
さ
れ
て
い
る
楢
葉
町

で
は
、
帰
還
率
が
約

一
割
に
留
ま
っ
て
い
る
。

「浪
江
も

一
、

二
割
し
か
戻
ら
な
い
。
行
政
は
原
発
事
故

か
ら
立
ち
直

っ
た
印
象
を
強
く
し
た
い
か
ら
、
復
興
の
姿
を
描

い
て
、
早
く
進
め
よ

2
ご
す
る
。
で
も
、
溶
け
落
ち
た
燃
料
を

処
理
す
る
技
術
を
、
ま
だ
ど
の
国
も
持

っ
て
い
な
い
。
そ
れ
が

不
透
明
な
状
況
で
、
な
か
な
か
帰
る
決
断
は
で
き
ま
せ
ん
」

二
、

三
時
間
の
ド
ラ
イ
ブ
を
経
て
事
務
所
に
帰

っ
て
き
た

の
ち
、
三
浦
さ
ん
は
私
た
ち
に
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
た
。

「廃
炉
が
予
定
さ
れ
て
い
る
三
〇
年
後
の
未
来
の
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
あ
な
た
た
ち
の
世
代
に
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」

(取
材

日

"
一
一
旦

二

日

・
文
責

"
村
野
宏
通
)
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②

再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

福
島
県
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

福
島
県
は
、

二
〇
四
〇
年
頃
ま
で
に
県
内

で
使
う
全

エ

ネ
ル
ギ
ー
に
相
当
分
以
上
を
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
り

生
み
出
す
(再

エ
ネ

一
〇
〇
%
)
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

三

・
一
一
を
乗
り
越
え
、
野
心
的
な
未
来
を
実
現
す
る
再

生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
に
つ
い
て
、
福
島
県
企
画
調
整

部
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
の
主
任
主
査
の
山
田
氏
に
お
話
を
伺

っ
た
。

福
島
県
の
再

エ
ネ
推
進
政
策
は
、
三

・
一
一
以
前
か
ら

相
当
力
を
入
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。

「電
源
立
地
県
、
電
気

の
ふ
る
さ
と
福
島
県
」
と
し
て
、

エ

ネ
ル
ギ
ー

へ
の
関
心
が
高
い
県
で
あ
っ
た
。

一
九
七
〇
年
代

に
操
業
し
た

一
〇
基
の
原
子
力
発
電
や
火
力
、
大
規
模
水

力
な
ど
、
色

々
な
電
源
と

一
緒
に
、
低
炭
素

・
循
環
型
社

会

の
実
現
の
た
め
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
も
力
を
入
れ

て
き
た
と
い
う
。

三

・
一
一
、
ち
ょ
う
ど
あ
の
日
は
皮
肉
に
も
、
県
の

「再

エ
ネ
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
改
訂
版
が
完
成
し
た
日
。
そ
の
後

の
大
震
災
を
、
そ
し
て
原
子
力
発
電
事
故
を
、
誰
が
予
想

し
た
で
あ
ろ
う
か
。
震
災

の
発
生
に
伴
い
、
再
度
見
直
し
、

「
二
〇
四
〇
年

一
〇
〇
%
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
た
新
た
な

ビ
ジ

ョ
ン
を
策
定
し
た
。

推
進
政
策
の
効
果
も
あ

っ
て
、
順
調
に
再

エ
ネ
導
入
量

を
増
や
す
福
島
県
。
特
に
導
入
ま
で
の
リ
ー
ド
タ
イ
ム
が
短

い
太
陽
光
発
電
を
中
心
に
導
入
が
進
む
が
、

一
方
で
課
題

に
つ
い
て
は
電
力
会
社
が
情
報
公
開
し
て
い
ま
す
が
、

に
お
い
て
も
、

再

エ
ネ
事
業
が
集
中
し
て
い
る
エ
リ
ア
や
電

気
の
需
要
家
が
少
な
い
エ
リ
ア
に
お
い
て
送
電
線

の
空
き
容

量
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
制
約

エ
リ
ア
で
事
業
を
始

め
る
場
合
に
は
、
事
業
者
負
担

で
送
電
設
備
を
整
備
す
る

こ
と
と
な
る
た
め
、
こ
の
コ
ス
ト
は
大
き
な
参
入
障
壁
に
な

っ

て
い
ま
す
」
。

一
方
、
電
カ
シ
ス
テ
ム
改
革

の

一
環
と
し
て

送
配
電
事
業
の
仕
組
み
も
変
わ
る
の
で
、
県
と
し
て
も
国
等

の
議
論
を
注
視
し
て
い
る
。

他
に
気
に
な
る
の
が
、

二
雇
用
」
。
再

エ
ネ
推
進
に
は
、
雇

用
創
出
の
意
義
も
あ
る
。

「し
か
し
、
再

エ
ネ
は
雇
用
創
出

に
つ
な
が
り
に
く
い
。
福
島
第

一
・
第
二
原
発
合
わ
せ
て
お

よ
そ

一
万
人
の
雇
用
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る

一
方
で
、
県
内

で
導
入
が
進
む
再

エ
ネ
の
ほ
と
ん
ど
は
太
陽
光
発
電
で
あ
り
、

雇
用
効
果
は
限
定
的

で
し
た
。
」
そ
こ
で
県
で
は
、
再

エ
ネ

関
連
産
業
の
集
積
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
例
え
ば
風
力
発

電
は
雇
用
を
生
み
や
す
い
再

エ
ネ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
県
内

立
地
を
増
や
し
て
い
き
た
い
考
え
。
さ
ら
に

「太
陽
光
は
メ

も
顕
在

化
し
て
き
た
と

い
う
。
太
陽
光
発
電

の

設
置
に
は
、

一
般
的
に

平

場

・
日
射

・
系
統

接

続

(
電
柱

・
電
線
)

の
三
点
が
必
要
に
な
る

が
、
中
で
も
系
統
接
続

の
問
題
は
深
刻
。

「送

電
線

系
統

の
空
容

量
本
県

ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
手
を
か
け
れ
ば
か

け
る
程
、
発
電
効
率
を
維
持
で
き
る
と
い
う
考
え
方
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

エ
ネ

ル
ギ
ー
課
と
し
て
も
、

0
&
M
(運
転
管

理
・
保
守
管
理
)
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
、
人
材
育
成
な
ど
に

力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
」
。

現
在
研
究
開
発
段
階
に
あ
る
の
が

「洋
上
風
力
発
電
」
。

沖
か
ら
約

二
〇

k

m
離
れ
た
海
に
巨
大
な
風
車
が
二
機
浮

か
ん
で
い
る
。

二
〇
四
〇
年
に
再
エ
ネ

一
〇
〇
%
を
達
成
す

る
に
は
こ
の
洋
上
風
力
を
は
じ
め
と
し
た
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
カ
ギ
と
な
る
。

二
〇

一
四
年
四
月
に
開
所
し
た
産

業
技
術
総
合
研
究
所
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
開
発
を
進
め

て
い
る
。

「市
町
村

の
知
ら
な
い
問
に
山
が
切
り
拓
か
れ
て
い
る
な

ん
て
、
再

エ
ネ
の
乱
開
発
に
な
り
か
ね
な
い
」
。
今
回

の
日

程
で
視
察
に
伺
う
、
福
島
市
土
湯
温
泉

の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
い
て
み
た
。

「温
泉
街
の
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、

ハ
ー
ド
ル
も
い
ろ
い
ろ
あ

っ
た
が
、
情
熱
と
や
る
気
で
頑
張

っ

て
お
ら
れ
る
。
県
か
ら
も

一
部
補
助
を
出
し
て
き
た
が
、
金

銭
的
と
い
う
よ
り
、
自
分
た
ち
で
工
夫
し
て
取
り
組
ま
れ
て

き
て
い
る
」
。
市
町
村
と
連
携
し
た
事
業
を
い
か
に
補
助
す

る
か
、
も
し
く
は
市
町
村
自
ら
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

ま
た
先
に
説
明
が
あ

っ
た
送
電
線
の
空
き
容
量
が
問
題
に

な
っ
て
い
る
地
域
で
は
、
売
電
で
は
な
く
自
家
消
費
や
、
電

気
で
は
な
く
熱
利
用
を
進
め
る
な
ど
の
方
法
が
あ
る
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
。

(取
材

日

"
一
一
月
二
〇
日

・
文
責

H
石
丸
明
穂
)
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土
湯
温
泉
の
小
規
模
発
電
-
水
力

・
地
熱
1

続
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
話
題
に
上
が

っ
た
、
土
湯
温
泉

小
水
力

・
地
熱
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
見
学
レ
ポ
ー
ト
。
案
内
し

て
く
だ
さ

っ
た
の
は
、
「株
式
会
社

元
気
ア
ッ
プ

つ
ち
ゆ
」
の

秋
山
さ
ん
。
今
年
の
春
東
北
大
学
を
卒
業
し
、
地
元
土
湯

へ

貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
入
社
さ
れ
た
そ
う
。

ま
ず
は
小
水
力
発
電
の
見
学
か
ら
。
温
泉
街
を
離
れ
て
細

道
を
進
み
、
見
え
て
き
た
の
は
山

の
中
に
広
が
る
立
派
な
堰

堤
、
落
葉
と
相
ま

っ
た
美
し
い
光
景
。
荒
川

の
支
流
で
あ
る

東
鴉
川
の
砂
防
堰
堤
を
利
用
し
た
小
水
力
発
電
で
あ
る
。
前

日
ま
で
の
好
天
で
、
水
量
は
さ
ほ
ど
な
か
っ
た
が
、
水
量
を
満

た
せ
ば

一
四
〇
k
W
h
発
電
で
き
る
。
福
島
県
は
戦
前
か
ら

電
源
県
と
言
わ
れ
、
水
力
発
電
が
多
く
立
地
し
て
い
た
。

一

九
二
〇
年
に
は
土
湯
発
電
所
が
稼
働
。
社
長
は
小
さ
い
頃
に

水
力
発
電
所
を
見
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
震
災
後
、
水
力
発

電
を
再
び
事
業
化
し
街
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
ピ
ン
と
き
た
の

だ
と
い
う
。

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
に
位
置
す
る
た
め
、
屋
根
付
き
の

建
造
物
が
建
設
で
き
ず
、
発
電
機
は
雨
ざ
ら
し
。
こ
れ
は
乗
り

越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
数

々
の
規
制

・
許
認
可
の

一
部
に

す
ぎ
な
い
。
小
水
力
発
電
の
初
期
投
資
は
三
億
円
。
規
制
や

許
認
可
に
資
金
調
達

・
小
水
力
発
電
事
業
が
乗
り
越
え
る

べ
き
壁
は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
そ
れ
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
。
県
庁

エ
ネ
ル
ギ
ー
課
で
教
え
て
も
ら
っ
た
、
「系
統
制
約
」

に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、
や
は
り
二
〇
〇

m
自
費
で
送
電

線
を
敷
設
し
た
そ
う
。

一
k

m
に
つ
き

一
億
円
の
費
用
が
か

か
る
と
い
う
か
ら
、
な
る
ほ
ど
事
業

へ
の
負
担
は
大
き
い
。

土
湯
温
泉

の
再

エ
ネ
は
発
電
売
電
の
み
な
ら
ず
、
観
光
客

が
訪
れ
る
資
源
の

一
つ
に
な
る
よ
う
に
、
小
水
力
発
電
設
備

に
付
随
し
て
、
遊
歩
道
や
体
験
ゾ
ー
ン
を
設
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
日
本
で
も
数
少
な
い
小
水
力
発
電
の
技
術
視
察
に
、
国

内

・
海
外
か
ら
視
察
期
間
中
は
毎
月
三
〇
〇
人
程
度
が
訪

れ
て
い
る
。

続
い
て
、
地
熱
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
所
の
見
学

へ
向
か
っ
た
。

源
泉
区
域
は

一
般
立
ち
入
り
禁
止
で
、
発
電
機
は
こ
の
地
区

の
高
台
に
あ
る
。
土
湯
温
泉
は
源
泉
の
温
度
が

=
二
〇
℃
と

高
く
、
設
備
を
痛
め
る
物
質
の
含
有
量
も
少
な
い
。
各
地
で

枯
渇
す
る
源
泉
も
多
い
中
、
豊
富
に
湧
き
出
す
源
泉
で
、
地

熱
に
適
し
て
い
る
。

土
湯
温
泉
は
、
源
泉
を
共
同
で
管
理
し
て
い
る
。
そ
の
組

合
長
が
、
元
気
ア
ッ
プ

つ
ち
ゆ
の
社
長
だ
。
そ
の
た
め
、
源
泉

使
用
の
合
意
は
得
や
す
か
っ
た
。
初
期
投
資
に
か
か
っ
た

一

〇
億
円

(バ
イ
ナ
リ
ー
11
七
億
円

・
小
水
力
11
三
億
円
)
は
、

毎
年

一
億
円
ず
つ
一
〇
年
で
返
済
す
る
計
画
を
立
て
て
い
る
。

な
お
、
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
の
初
期
費
用
は
J
O
G
M
E
C
の

債
務
保
証
を
得
て
、
融
資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度

(
F
I
T
)
が
今
後

一
五
年
間
続
く
の

'

垂
一

。
。

に

・
'

で
、
返
済
が
終
わ

っ
た
後
の
五
年
間
は
、
出
資
元
で
あ
る
湯

遊

つ
ち
ゆ
温
泉
協
同
組
合
と
N
P
O
法
人
土
湯
温
泉
観
光

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
配
当
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
も

ら
う
予
定
だ
。

バ
イ
ナ
リ
ー
は
、
四
四
〇
k
W
h
、
一
般
家
庭
七
五
〇
世

帯
分

(年
間
)
の
電
気
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
売
電

収
入
に
当
て
て
い
る
が
、
小
水
力
発
電
と
バ
イ
ナ
リ
ー
発
電
合

わ
せ
て
年
間
約

一
〇
〇
〇
世
帯
分
の
発
電
量
が
あ
る
。
二
五

〇
の

一
般
家
庭
と

二

の
旅
館

(
一
軒
で

一
般
家
庭
七
〇

軒
分
を
消
費
す
る
)
合
わ
せ
て
ほ
ぼ

一
〇
〇
〇
世
帯
分
の
発

電
が
可
能
で
あ
り
、
F
I
T
制
度
が
終
了
す
る
二
〇

一
五
年

度
以
降
、
「土
湯
の
電
気
は
土
湯
で
ま
か
な
う
」
自
給
自
足
が

実
現
す
る
。
そ
ん
な
将
来
の
た
め
に
、
小
水
力
発
電
を
増
設
す

る
計
画
を
立
て
る
た
め
、
電
気
利
用
の
ピ
ー
ク
時
調
査
を
進
め

て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

一
九
八
〇
年
代
に
は
随

一
の
温
泉
街

と
し
て
栄
え
た
土
湯
を
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー

・
エ
コ
タ
ウ

ン
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
立
て
直
す
目
標
も
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
エ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
建
設
、
E
V
バ
ス
運
行
、
温
熱
を
使

っ
た
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
栽
培
や
、
魚

の
養
殖
な
ど
、
土
湯
に
く
れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
こ
と
を
学
べ
る
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い
と
い
う
。

太
陽
光
発
電
と
異
な
り
、
地
熱

・
小
水
力
発
電
と
も
に
、

許
認
可
や
初
期
投
資
費
の
問
題
が
あ
り
、
参
入
障
壁
は
非
常

に
高
い
。
し
か
し
、

一
度

つ
く
れ
ば
長
く
使
う
こ
と
が
で
き
、
加

え
て
地
熱
は
安
定
し
た
電
力
供
給
源
に
な
る
。
孫
の
世
代
の

土
湯
を
良

い
も
の
に
し
た
い
、
そ
ん
な
思

い
で
事
業
を
さ
れ
て

い
る
。
(取
材
日

"
一
一
月
二
三
日

・
文
責

"
石
丸
明
穂
)
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③

農
業

福
島
第

一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
は
、
福
島
県
内
の
農

業
に
も
多
大
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
。
震
災
か
ら
四
年
半
を
迎

え
よ
・2
ど
し
て
い
る
今
と
な

っ
て
も
、
風
評
に
よ
る
影
響
は
根

強
く
残
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
独
自
の
工
夫
で
販
路
を
開

拓
し
、
風
評
被
害
に
対
抗
す
る
農
家
が
あ
る
。
今
回
は
そ
の
よ

う
な
農
家
で
あ
る
二
本
松
農
園
の
齊
藤
登
さ
ん
に
お
話
を
伺

っ

た
。齊
藤
さ
ん
が
農
業
を
始
め
た
の
は
二
〇

一
〇
年
、
震
災
が

起

こ
る

一
年
前

の
こ
と
だ
。
早
期
退
職
し
て
必
要
な
土
地
を

取
得
、
当
時
か
ら
ネ
ッ
ト
で
の
販
売
も
手
掛
け
て
き
た
。

震
災
が
発
生
し
た
直
後
、
農
園
で
検
出
さ
れ
た
線

量
は

毎
時
約
五

マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
ほ
ど
で
あ

っ
た
。
当
然
、

農
地
や
作
物

に
も
影
響
は
出
る
。
1

お
客
さ
ん
に
危
険
な

も
の
を
食
べ
さ
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
ー

も
し
農
作
物

か
ら
放
射
能
が
検
出
さ
れ
た
ら
、
農
業
を
や
め
る

つ
も
り

で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
震
災
後

の
六
月
に
行

っ
た
検
査
で
は
、
放
射

能

は
検
出
さ
れ
な
か

っ
た

(検
出
限
界
値
に
達
し
な
か

つ

た
)
。
同
様

の
現
象
は
二
本
松
農
園
の
み
で
は
な
く
、
福
島

県
の
他
の
農
家
で
も
発
生
し
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は

「福

島

の
奇
跡
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

消
費
者
側
か
ら

の
反
響
も
大
き
か

っ
た
。
震
災
前
に
は

一
日
二
〇
件
ほ
ど
の
ア
ク
セ
ス
数
だ

っ
た
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

は
、
震
災
直
後

の

一
週
間
で
二
千
件
ま
で
に
増
加
。
東
京

に
は
出
回
ら
な

い
福
島
産

の
農
産
物
を
食

べ
て
応
援

し
た

い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
も
相
次
い
だ
。
事

故
以
前

に
収
穫

し
た
米
な
ど
を
ネ

ッ
ト

で
販
売
す
る
と
瞬
く
間
に
売
れ
た
と
い

う
。
事
故

の
影
響
で
出
荷
が
困
難
に
な

っ

た
他

の
農
家

の
農
産
物
も
扱
う
よ
う
に

な

っ
た
。

こ
う

い

っ
た
取
り
組
み
は

マ
ス

コ
ミ

に
も
注
目
さ
れ
、
様

々
な
番
組
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
二
本

松
農
園

の
取
り
組
み
を
耳
に
し
た
県
内

の
農
家
か
ら
、
自

分

の
と
こ
ろ
の
農
産
物
も
ネ

ッ
ト
で
取
り
扱

っ
て
ほ
し
い

と
の
依
頼
も
相
次

い
だ
。
家
族
連
れ
で
依
頼
に
訪
れ
た
農

家
も
多
か
っ
た
と
い
う
。
現
在
、
ネ

ッ
ト
販
売

の
会
員
数
は

五
千
人
に
上

っ
て
い
る
。

ネ

ッ
ト
の
み
で
な
く
、
直
接
都
心
部

へ
の
販
売
に
も
出

向

い
た
。
東
京
を
は
じ
め
、
各
地

で
福
島

の
野
菜
を
販
売

す
る
と
非
常
に
よ
く
売
れ
た
と
い
う
。
「復
興

の
た
め
に
福

島

の
も
の
を
食

べ
て
応
援
し
て
く
る
人
は
確
実
に
い
る
」

と
い
う
手
ご
た
え
を
斎
藤
さ
ん
は
感
じ
て
い
た
。
マ
ス
コ
ミ

は
風
評
被
害
を
大

々
的
に
報
じ
て
い
た
が
、
現
実

に
は
、

逆
の
面
も
あ
る
こ
と
を
感
じ
て
い
た
。

「
風
評
被
害
に
お
い
て
大
き
な
問
題
は
流
通
ル
ー
ト
が
止

ま

っ
て
し
ま
う
こ
と
」
と
斎
藤
さ
ん
は
語
る
。

一
度
悪
い
風

評
が
た

っ
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
を
払
拭
す
る
の
は
困
難
と
な

る
。
事
故
か
ら
時
間
が
経

っ
て
も
、
大
手
の
流
通
ル
ー
ト
は

福
島
産
を
扱
う
こ
と
に
消
極
的
だ
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
需

要
が
あ

っ
て
も
福
島
産

の
も

の
が
店
頭
に
並
ぶ
こ
と
が
な

く
、
消
費
者
の
手
に
も
届
か
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。

一
方

で
斎
藤
さ
ん
が
築

い
て
き
た
ル
ー
ト
で
は
、
生
産

者
と
消
費
者
と

の
顔
の
見
え
る
関
係
に
よ
り
販
売
が
行
わ

れ
て
い
る
。
互
い
に
信
頼
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
る
た
め
、

風
評
に
よ
る
流
通

の
断
絶

は
な
い
。
「顔

の
見
え
る
関
係
に

風
評
被
害
は
な
し
」
と
の
斎
藤
さ
ん
の
言
葉
が
そ
れ
を
象

徴
し
て
い
る
。

二
本
松
農
園
で
は
納
豆
菌
を
用

い
た
独
自

の
除
染
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。
現
在
、
福
島
県
の
多
く
の
農
地

で
行

わ
れ
て
い
る
の
は
カ
リ
ウ
ム
な
ど
に
よ
る
吸
収
抑
制
策
で

あ
り
、
除
染
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
「国
は
農
産
物
か
ら
放

射
線
が
出
な
け
れ
ば
、
農
地

の
除
染
は
不
要
と
い
う
が
と

ん
で
も
な
い
。
汚
染
さ
れ
た
農
地
を
元
に
戻
し
た
い
と
い
う

の
が
農
家

の
普
通

の
感
覚
だ
。
」
と
斎
藤
さ
ん
は
国
と
の
感

覚
の
ズ
レ
を
訴
え
る
。

風
評
被
害
は
決
し
て
短
期
的
に
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
い
。
し
か
し
、
斎
藤
さ
ん
は
あ
く
ま
で
前
向
き
に
語
る
。

「
人
間
は
何
か
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
生
き
物
、
い
つ
ま
で

も
暗
い
顔
し
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
」
と
。
福
島
の
農

業
の
復
興
は
、
地
道
な
が
ら
着
実
に
進
行
し
て
い
る
。

(取
材
日

"
一
一
月
二
二
日

・
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佐
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